
２．教育学部の専門教育科目卒業要件 
 
 教育学部の卒業要件単位 １３４～１４６単位  
   （教養教育科目２８単位，専門教育科目１０６～１１８単位） 
 
＜はじめに＞ 
 
 教育学部学校教育教員養成課程では，卒業要件として複数の教員免許を取得することが義務づ
けられています。卒業要件とは，卒業するために必要な条件のことを言います。教育学部では，
卒業要件となる教員免許のうち，コースごとに指定される一つめの主たる免許のことを「主免」，
二つめの免許のことを「副免」という名称で位置づけます。（ただし，特別支援教育コースでは
特別支援学校教諭一種免許状の基礎として取得する免許のことを「基礎免」と呼びます。）また，
主免・副免（基礎免）以外の教員免許で，卒業要件とはならない免許のことを「その他の免許」
として，それぞれを区別しています。複数免許（主免・副免（基礎免））の組み合わせパターン
はコースごとに異なりますので注意してください。 
以下は，コースごとに，「主免・副免（基礎免）」の組み合わせパターンとその注意事項，そ

して卒業要件単位の一覧表を提示します。まずはこの項の表でその輪郭をつかんでください。 
なお，各コースの区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」

に掲載されています。 
 
 
２．１ 卒業要件単位数 
 
２．１．１ 小学校教育コース 
 
 小学校教育コースでは，主免として「小学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副
免としてもう一つの免許を取得しなくてはなりません。免許取得の組み合わせパターンはサブコ
ースによって異なります。 
教科サブコース（国語・社会・英語・音楽・美術・保健体育）については，卒業要件として「小

学校一種＋中学校二種（所属サブコース）」免許の取得が義務づけられています。 
教科以外のサブコース（教育学・心理学・情報教育学・特別支援教育）については，「小学校

一種＋中学校二種」又は「小学校一種＋特別支援一種」のどちらかのパターンの免許取得が義務
づけられています。 
 
（１）国語・社会・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース 

              コース 
  
区分 

小学校教育コース  
「小学校一種＋中学校二種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

転換教育科目  １ 

教職専門科目 ４２ 
教科専門科目 ３２ 
所属専門科目（中学校教科専門科目） １６（～２１） 
選択科目           １２ 

卒業研究 ６ 
専門教育科目 計 １０９（～１１４） 

教養教育科目 ２８ 
合     計 １３７（～１４２） 

 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）区分「所属専門科目１６単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してく

ださい。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が
１６単位を超える教科があります。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数
が上表の合計単位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択
科目１２単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得について
の詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。 



 
（２）教育学・心理学・情報教育学・特別支援教育の各サブコース 
           コース 
  
区分 

小学校教育コース（教育学・心理学・情報教育学・特別支援教育サブコース）  

「小学校一種＋中学校二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
「小学校一種＋特別支援一種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
転換教育科目  １  １ 
教職専門科目 ４２ ３９ 
教科専門科目 ３２ ３２ 
所属専門科目              １０            ６ 

選択必修科目 
(中学校教科専門科目) 

１２（～２１） 
（特別支援教育に関する科目） 

２６ 
選択科目 ６            ２ 
卒業研究 ６            ６ 

専門教育科目 計 １０９（～１１８） １１２ 
教養教育科目 ２８ ２８ 

合    計 １３７（～１４６） １４０ 

区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）区分「選択必修科目１２単位」（中学校教科専門科目）では，それぞれ副免とする中学校免許の教

科専門科目を履修してください。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる
中学校の教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります。このことから，副免として選択した
教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があり
ます。その場合には上表の「選択科目６単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満たすことができま
す。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必
ず参照してください。 
 
２．１．２ 中学校教育コース 
 
 中学校教育コースでは，主免として「中学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副
免としてもう一つの免許を取得しなくてはなりません。免許取得の組み合わせは，次の二つのパ
ターンがあります。すなわち，①所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」免許と「小
学校二種」免許の組み合わせ，あるいは，②所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」
免許と他教科の「中学校二種」免許の組み合わせ，のいずれかのパターンでの免許取得が義務づ
けられています。 
 
           コース 
  
区分 

中学校教育コース  
「中学校一種＋小学校二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
「中学校一種＋中学校他教科二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 

転換教育科目   １        １ 
教職専門科目 ４２           ４１ 

教科専門科目 
（小学校教科専門科目) 

  １６ 
（他教科専門科目【副免】） 

   １２（～２１） 
所属専門科目(各科指定科目)   ３８ ３８ 

選択科目     ４           ８ 
卒業研究     ６            ６ 

専門教育科目 計 １０７ １０６（～１１５） 
教養教育科目   ２８          ２８ 

合     計 １３５ １３４（～１４３） 
  
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）「中学校一種＋中学校他教科二種」免許を取得する場合，区分「他教科専門科目【副免】１２単位」

で，副免とする教科の教科専門科目を履修してください。ただし，選択した教科によっては，二種免許で
も免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります。このことから，副免
として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数（専門教育科目計１０６単位）を超



える場合があります。その場合には上表の「選択科目８単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満た
すことができます。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方につ
いて」以降を必ず参照してください。 
 

２．１．３ 理数教育コース 
 
 理数教育コースでは，専修ごとに複数免許の取得パターンが異なります。小学校教育専修では，
主免として「小学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副免として，所属するサブコ
ースの教科に対応する「中学校一種」免許を取得しなくてはなりません。中学校教育専修では，
主免として，所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」免許を，副免として「小学校
二種」免許を取得することが卒業要件として義務づけられています。 
 
        専修 

 区分 
小学校教育専修 中学校教育専修  

「小学校一種＋中学校一種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

「中学校一種＋小学校二種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

転換教育科目   １   １ 
教職専門科目   ４４   ４４ 

 教科専門科目 （小学校教科専門科目) 

  ３０ 
（小学校教科専門科目) 

   １６ 
所属専門科目   ２８   ３６ 
選択科目     ２   ６ 

卒業研究     ６     ６ 
専門教育科目 計 １１１ １０９ 

教養教育科目   ２８   ２８ 
合    計 １３９ １３７ 

 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されてい

ます。 
 
２．１．４ 特別支援教育コース 
 
 特別支援教育コースでは，主免として「特別支援学校一種」免許の取得が義務づけられていま
す。また，基礎免として「小学校一種免許」あるいは「中学校一種免許」のいずれかを取得する
ことが卒業要件として義務づけられています。 
 
                  基礎免 

 区分 
小学校免許を取得する 

場合の卒業要件単位数 
中学校免許を取得する 

場合の卒業要件単位数 
 

転換教育科目   １   １ 
教職専門科目   ３９   ３９ 
教科専門科目 

  ３２ 
（各科指定教科専門科目） 

  ３２ 
所属専門科目（特別支援教育に関する科目）   ２６   ２６ 
選択科目     ３    ３ 
卒業研究     ６     ６ 

専門教育科目 計 １０７ １０７ 
教養教育科目   ２８   ２８ 

合    計 １３５ １３５ 
 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されてい

ます。 
 



２．２　卒業要件科目（教育学部専門教育科目）

（１）国語・社会・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（小） １

学校体験実習（小） １

教育実習研究（小） １

教育実習研究（中・高） １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４２単位

小学校算数　　 ２

小学校理科 ２

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校音楽Ａ　 　 １

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

配属サブコースの科目（中学校教科専門科目）から １４（～１９）

教科の指導法（中学校） ２

小　計 １６（～２１）単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択 １２単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

別欄②科目

教職専門科目

教科専門科目

選択科目※について

小　学　校　教　育　コ　ー　ス

「小学校一種+中学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

注）区分「所属専門科目１６単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してください。ただ
し，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が１６単位を超える教科が
あります(保健体育２１単位)。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単
位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目１２単位」を活用し
て，免許取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教
員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　卒業要件となる専門科目の一覧表をコースごとに示します。それぞれのコースの表に記載されている科目の単位を
すべて修得し，かつコースごとに定められた複数の教員免許状を取得し資格を得た場合に卒業要件を満たすことに
なります。なお，副免として中学校教員免許を取得する場合には，教科によって免許取得に必要な単位数が異なりま
す。以下の表に記された合計単位数を超える場合がありますので注意してください。

２．２．１　小学校教育コース

所属専門科目

　　　　　　　コース

　区分

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選
択科目として１０単位まで卒
業要件として認定することが
できます。

１０９（～１１４）単位

別欄①科目

選択必修

５単位
５



（２）教育学・心理学・情報教育学・特別支援教育の各サブコース＜「小学校一種＋中学校二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（小） １

学校体験実習（小） １

教育実習研究（小） １

教育実習研究（中・高） １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４２単位

小学校算数　　 ２

小学校理科 ２

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校音楽Ａ　 　 １

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 配属サブコースの科目から １０単位

中学校教科専門科目から １０（～１９）

教科の指導法（中学校） ２

小　計 １２（～２１）単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ６単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計 １０９（～１１８）単位

選択必修科目

注）区分「選択必修科目１２単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してください。
「4.2.2(2)教科毎の科目・中・高」以降を参照。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要とな
る教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります(技術１５単位，理科１４単位，音楽１５単位，社会１６
単位，保健体育２１単位)。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数
（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目６単位」を活用して，免許取
得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の
取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

小　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「小学校一種+中学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選
択科目として上限単位数ま
で卒業要件として認定する
ことができます。

選択必修

５単位
５



（３）教育学・心理学・情報教育学・特別支援教育の各サブコース＜「小学校一種＋特別支援一種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（小） １

学校体験実習（小） １

教育実習研究（小） １

小学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

小学校算数　　 ２

小学校理科 ２

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校音楽Ａ　 　 １

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 配属サブコースの科目から ６単位

選択必修科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ２単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

小　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「小学校一種+特別支援一種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選
択科目として上限単位数ま
で卒業要件として認定する
ことができます。

１１２単位

選択必修

５単位
５



２．２．２　中学校教育コース

（１）「中学校一種＋小学校二種」免許を取得する場合

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（中・高） １

学校体験実習（中・高） １

教育実習研究（中・高） １

教育実習研究（小） １

中学校教育実習 ４

小学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４２単位

小学校算数　　 ２

小学校理科 ２

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校） １２

小　計 １６単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ３０

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３８単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ４単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

中　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「中学校一種+小学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１０７単位

所属専門科目

選択必修

４単位
４



（２）「中学校一種＋中学校他教科二種」免許を取得する場合

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（中・高） １

学校体験実習（中・高） １

教育実習研究（中・高） １

中学校教育実習（主免） ４

中学校教育実習（副免・他教科） ２

教職実践演習 ２

小　計 ４１単位

中学校教科専門科目（副免・他教科） １０（～１９）

教科の指導法（中学校（副免・他教科）） ２

小　計 １２（～２１）単位

各科で指定する中学校教科専門科目（主免） ３０

教科の指導法（中学校（主免）） ８

小　計 ３８単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ８単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

教科専門科目
【副免】

１０６（～１１５）単位

注）区分「教科専門科目【副免】」の１２単位は，副免とする他教科の教科専門科目を履修してください。
「4.2.2(2)教科毎の科目・中・高」以降を参照。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要とな
る教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります（理科１４単位，音楽１５単位，社会１６単位，技術１５
単位，保健体育２１単位）。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数
（専門教育科目計１０６単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目※８単位」を活用して，免許
取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取
り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

中　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「中学校一種+中学校他教科二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

選択科目※について

所属専門科目
（教科専門科目
（主免））



２．２．３　理数教育コース

（１）小学校教育専修　＜「小学校一種＋中学校一種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

ＩＣＴを活用した理数教育 ２

観察実習（小） １

学校体験実習（小） １

教育実習研究（小） １

教育実習研究（中・高） １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４４単位

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３０単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ２０

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ２８単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ２単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

教職専門科目

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目
選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１１１単位

所属専門科目

小学校教育専修
　　　ｺｰｽ・ｻﾌﾞｺｰｽ
　　　　　　　　専修

　区分

理数教育コース・理科及び数学サブコース 別欄①科目

「小学校一種+中学校一種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

選択必修

１０単位
１０



（２）中学校教育専修　＜「中学校一種＋小学校二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

ＩＣＴを活用した理数教育 ２

観察実習（中・高） １

学校体験実習（中・高） １

教育実習研究（中・高） １

教育実習研究（小） １

中学校教育実習 ４

小学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４４単位

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校） １２

小　計 １６単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ２８

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３６単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ６単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

中学校教育専修
　　　ｺｰｽ・ｻﾌﾞｺｰｽ
　　　　　　　　専修

　区分

理数教育コース・理科及び数学サブコース 別欄①科目

「中学校一種+小学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数
教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

所属専門科目

１０９単位

教科専門科目

選択必修

４単位
４



２．２．４　特別支援教育コース

（１）基礎免として小学校免許を取得する場合

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（小） １

学校体験実習（小） １

教育実習研究（小） １

小学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

小学校算数　　 ２

小学校理科 ２

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校音楽Ａ　 　 １

小学校国語 ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択 ３単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　基礎免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

教科専門科目

１０７単位

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

　　　　　　　コース

　区分

特　別　支　援　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

基礎免として小学校免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

選択必修

５単位
５



（２）基礎免として中学校免許を取得する場合

科　目　名 単位数

転換教育科目 基礎ゼミナール １単位

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

教育におけるICT活用法 １

プログラミング基礎 １

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習（中・高） １

学校体験実習（中・高） １

教育実習研究（中・高） １

中学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ２４

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３２単位

所属専門科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 教育学部の専門教育科目から選択　 ３単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　基礎免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

教科専門科目

１０７単位

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

選択科目※について

　　　　　　　コース

　区分

特　別　支　援　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

基礎免として中学校免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２



２．３ 教育実習の受講資格及び卒業研究の着手条件，履修科目登録単位の上限について  

 

 Ⅰ 教育実習の受講資格  
 

（１）主免教育実習，基礎免教育実習，教育実習研究の受講資格 
 
     小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コースの学生が，主免教育実習及び教育実習研究を受

講するためには，３年次開始時（又は受講しようとする年度の初め）までに，次の 1.～3.の条件を満たし

ていることが必要である。 
特別支援教育コースの学生が，卒業要件となる基礎免教育実習及び教育実習研究を受講するためには，

３年次開始時（又は受講しようとする年度の初め）までに，次の 1.～3.の条件を満たしていることが必要

である。 
 

     １．「基礎ゼミナール」，「教職入門」，｢教育概論」，「生徒指導・進路指導」， 
「教育相談」，｢観察実習」，「学校体験実習」を履修（単位取得）済みであること。  

      
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 

      
３．次に掲げる単位数以上の単位を取得済みであること。 

       教養教育科目   １８単位 

       専門教育科目   ３０単位 

 

  （２）副免教育実習の受講資格 
 
     小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コースの学生が，副免教育実習を受講するためには，

副免教育実習を受講しようとする年度の初めまでに，次の1.と2.の条件を満たしていることが必要である。 
 

     １．主免教育実習を履修済みであること。 

      （ただし，４年次で主免教育実習と副免教育実習を同時に履修する場合に限り，主免教育実習と副免 
教育実習の同時履修を認めるものとする。） 

 
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 
・特別支援学校で実習をする場合は，「特別支援教育概説」を履修済みであること，及び「知的障害者

の心理・生理・病理」，「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位

を履修済みであること。 
 

 

  （３）特別支援教育コースの特別支援学校での教育実習の受講資格 
 
     特別支援教育コースの学生が，特別支援学校で教育実習を受講するためには，特別支援教育実習を受講 

しようとする年度の初めまでに，次の 1.と 2.の条件を満たしていることが必要である。 
 

     １．卒業要件となる基礎免教育実習を履修済みであること。 
      （ただし，４年次で基礎免教育実習と特別支援教育実習を同時に履修する場合に限り，基礎免教育実 

習と特別支援教育実習の同時履修を認めるものとする。） 
 

２．「特別支援教育概説」を履修（単位取得）済みであること，及び「知的障害者の心理・生理・病理」，

「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位を履修済みであること。 
 

 



（４）卒業要件となっていない教員免許（その他の免許）取得のための教育実習の受講資格 
 

卒業要件となっていない教員免許（その他の免許）を取得するための教育実習の受講には，教育実習を受 
講しようとする年度の初めまでに，次の 1.と 2.の条件を満たしていることが必要である。 

 
１． 主免教育実習（小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コース）あるいは基礎免教育実習

（特別支援教育コース）を履修済みであること。 
ただし，４年次で主免教育実習（基礎免教育実習）とその他の免許取得のための教育実習を同時に

履修する場合に限り，主免教育実習（基礎免教育実習）との同時履修を認めるものとする。 

      
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 
・特別支援学校で実習をする場合は，「特別支援教育概説」を履修済みであること，及び「知的障害者

の心理・生理・病理」，「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位

を履修済みであること。 
      
Ⅱ 卒業研究の着手条件  

 

（１）卒業研究の着手条件 

 
   学校教育教員養成課程のすべてのコースで，３年次終了時までに，次に掲げる単位数以上の単位を取得済み 

の場合，４年次４月から卒業研究に着手できる。 

       教養教育科目   ２２単位 

       専門教育科目   ７５単位 

   なお，３年次終了時までに上記単位数を取得できなかった場合には，単位数条件を満たした次の学期から卒 
業研究に着手できる。 

 
（２）卒業研究期間 

 
卒業研究の研究期間は，指導教員の指導のもとに少なくとも１年間を要するものとする。 

 

（３）卒業研究論文の提出 

 

   卒業研究をまとめた論文（卒業研究論文）を，指定された日時までに学部長宛てに提出すること。なお，卒 
業研究論文は卒業制作，卒業演奏等に替えることができる。 

 

Ⅲ 履修科目登録単位の上限（ＣＡＰ制）の特例 
 

教育学部学生の履修登録単位数は，２８単位を上限とするが，２８単位の内，所属するコース又はサブコース

により取得を義務づけられた一つめの教育職員免許状の取得にかかる授業科目の登録は２４単位を上限とする。

なお，成績優秀者に認定されると，次の学期の履修は，一つめの教育職員免許状の取得に関する科目に関わらず

２８単位まで例外として履修登録することができる。 



３．授業科目及び履修年次

＜注意事項＞標準履修年次について

３．１　教職専門科目

＜一覧表＞
科　　　目　　　名 単位数

・教職の意義及び教員の役割・ 教職入門 2
　職務内容（チーム学校運営
　への対応を含む。）
・教育の理念並びに教育 教育概論 2
　に関する歴史及び思想
・教育に関する社会的，
　制度的又は経営的事項
・教育の理念並びに教育 別欄 教育の思想 2
　に関する歴史及び思想 ① 教育の歴史 2
　　　　　 教育学特殊講義Ａ 2

選択 教育学演習Ａ 1
教育学演習Ｂ 1

・教育に関する社会的， 学校安全学と防災教育 2

　制度的又は経営的 別欄 教育法規 2
　事項（学校と地域と ② 学校経営・制度論 2
　の連携及び学校安全 選択 いわての復興教育 2
　への対応を含む。） 教育学演習Ｄ 1

教育学演習Ｅ 1
教育学演習Ｆ 1
小規模学校教育論 2

・幼児，児童及び生徒の 教育・学校心理学 2
　心身の発達及び学習の 発達心理学 2
　過程 心理学概論 2

教育心理学演習 1
発達心理学演習 1
障害者・障害児心理学 2

・特別の支援を必要とする 特別支援教育 2
　幼児，児童及び生徒に
　対する理解

・道徳の理論及び指導法 道徳教育の理論と実践 2

・総合的な探究の時間の指導法 総合的な学習の時間の理論と実践 2

・特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 2

・教育課程の意義及び編成 教育課程・教育方法論 2
　の方法（カリキュラム・
　マネジメントを含む。） 教育学特殊講義Ｂ 2
・教育の方法及び技術
・教育の方法及び技術 教育学演習Ｃ 1

教育学演習Ｇ 1
授業実践研究 2
小学校実践研究 1

・情報通信技術を活用した教育 教育におけるICT活用法 1

　の理論及び方法
・生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導 2
・進路指導（キャリア教育に
　関する基礎的な事項を含む。）
　の理論及び方法
・教育相談（カウンセリング 教育相談 2
　に関する基礎的な知識を 臨床心理学概論 2
　含む。）の理論及び方法 心理演習 1

心理的アセスメント 1
心理学的支援法 1
観察実習 1

・教育実習 学校体験実習 1
教育実習 4
教育実習研究 1

・教職実践演習 教職実践演習 2

　以降の各ページに記載されている「標準履修年次」とは，あくまで履修が望ましい年次を示しているものであ
り，その年次以降であれば履修可能である。
　例）標準履修年次で2年前期の欄に○が記されている科目の場合は，2年次だけでなく3年次，4年次でも履修でき
る。

教
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種

＋
中

一
種

３
年

１
年

理
数

教
育

コ
ー

ス

中
学

校
教

育
専

修

・
教
育

に
関

す
る
社

会
的
，

制
度

的
又
は

経
営

的
事
項

・
教
職

の
意

義
及
び

教
員
の

役
割

・
職
務

内
容

（
チ
ー

ム
学

　
校
運

営
へ

の
対
応

を
含
む

。
）

○

2
2

2

2
・

教
育

の
理

念
並
び

に
教
育

に
関

す
る
歴

史
及

び
思
想

2
2

2

教
職

入
門

教
育

概
論

2
2

2

2

22

2

2

2
2

2 2

・
教
育

の
理

念
並
び

に
教
育

に
関

す
る
歴

史
及

び
思
想

・
道
徳

の
理

論
及
び

指
導
法

・
総
合

的
な

探
究
の

時
間
の

指
導

法

←
　
　

　
○
　

　
　

→

←
　
　

　
○
　

　
　

→

←
　
　

　
○
　

　
　

→

←
　
　

　
○
　

　
　

→

・
幼
児

，
児

童
及
び

生
徒
の

心
身

の
発
達

及
び

学
習
の

過
程

・
特
別

の
支

援
を
必

要
と
す

る
幼

児
，
児

童
及

び
生
徒

に
対

　
す
る

理
解

2

2

・
教
育

に
関

す
る
社

会
的
，

制
度

的
又
は

経
営

的
事
項

（
学

　
校
と

地
域

と
の
連

携
及
び

学
校

安
全
へ

の
対

応
を
含

　
む
。

）

・
情
報

通
信

技
術
を

活
用
し

た
教

育
の
理

論
及

び
方
法

2

←
　
　

　
○
　

　
　

→

←
　
　

　
○
　

　
　

→

2



必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

前
後

前
後

前
後

前
後

生
徒

指
導

・
進

路
指

導
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
○

2

教
育

相
談

【
備

考
３

】
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
○

○
2

臨
床

心
理

学
概

論
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
○

2

心
理

演
習

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

○
1

心
理

的
ア

セ
ス

メ
ン

ト
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
○

1

心
理

学
的

支
援

法
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
○

1

観
察

実
習

（
小

）
1

1
1

1
1

1
○

1

観
察

実
習

（
中

・
高

）
1

1
1

1
1

〇
1

学
校

体
験

実
習

（
小

）
1

1
1

1
1

1
○

1

学
校

体
験

実
習

（
中

・
高

）
1

1
1

1
1

〇
1

小
学

校
教

育
実

習
4

4
4

4
2

4
2

4
2

主 ○
副 ○

4

中
学

校
教

育
実

習
4

2
2

2
4

(
主

)
(
副

)

4
＋
2

2
4

2
4

主 ○
副 ○

4
・
教

育
実
習

高
等

学
校

教
育

実
習

2
2

教
育

実
習

研
究

（
小

）
1

1
1

1
1

1
1

1
1

○
○

○
○

1

教
育

実
習

研
究

（
中

・
高

）
1

1
1

1
1

1
1

1
1

○
○

○
○

1

教
職

実
践

演
習

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

○
2

・
教

職
実
践

演
習

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
基

礎
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
○

1

S
T
E
A
M

教
育

実
践

演
習

【
備

考
４

】
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

理
数

教
育

【
備

考
５

】
2

2
2

○
2

4
2

4
2

3
9

4
2

4
1

4
4

4
4

3
9

3
9

【
備

考
１

】
標

準
履

修
年

次
の

中
の

「
←

　
→

」
は

，
そ

の
期

間
の

い
ず

れ
か

に
開

講
す

る
も

の
で

，
毎

年
，

前
・

後
期

に
必

ず
開

講
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

【
備

考
２

】
「

道
徳

教
育

の
理

論
と

実
践

」
及

び
「

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

」
の

履
修

対
象

学
生

を
，

原
則

と
し

て
前

期
は

小
学

校
主

免
，

後
期

は
中

学
校

主
免

の
学

生
と

す
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

【
備

考
３

】
「

教
育

相
談

」
の

履
修

対
象

学
生

を
，

原
則

と
し

て
前

期
は

小
学

校
教

育
コ

ー
ス

，
後

期
は

中
学

校
教

育
コ

ー
ス

及
び

理
数

教
育

コ
ー

ス
，

特
別

支
援

教
育

コ
ー

ス
と

す
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

【
備

考
５

】
理

数
教

育
コ

ー
ス

の
学

生
の

み
対

象
の

履
修

科
目

を
示

し
て

い
る

。

【
備

考
４

】
通

年
に

て
２

単
位

の
科

目
で

あ
る

が
，

後
期

に
つ

い
て

は
一

部
集

中
的

に
講

義
を

開
講

す
る

。
実

施
日

に
つ

い
て

は
４

月
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

確
認

し
て

日
程

調
整

す
る

こ
と

。

4
2

教
科

ｻ
ﾌ
ﾞｺ
ｰ
ｽ

特
支

一
種

＋
小

一
種

小
一

種
＋

中
一

種

・
生
徒

指
導

の
理
論

及
び

方
法

・
進
路

指
導

（
キ
ャ

リ
ア

教
育
に

関
す

る
基
礎

的
な
知

識
を

　
含
む

。
）

の
理
論

及
び

方
法

3
9

コ
ー

ス
・

単
位
数

免
許
法

上
の
科

目

4
4

3
9

１
年

標
準
履

修
年

次
【
備

考
１

】

大
学

が
独
自

設
定
す

る
科

目
（
小

学
校

，
中
・

高
（

理
科
・

数
学

）
）

4
2

4
1

4
4

特
別

支
援

教
育
コ
ー

ス

中
学

校
教

育
専

修

中
一

種
＋

小
二

種
特

支
一

種
＋

中
一

種

理
数
教

育
コ
ー
ス

小
学

校
教

育
専

修

中
学

校
教

育
コ
ー

ス

卒
　

業
　

要
　
件

小
学
校

教
育
コ
ー

ス

4
2

3
9

小
一

種
＋

中
二

種
小

一
種

＋
特

支
一

種
科
　

目
　
名

単 位 数
教

育
・
心

理
・
情

報
教

育
・

特
支

ｻ
ﾌ
ﾞｺ
ｰ
ｽ

中
一

種
＋

小
二

種
中

一
種

＋
他

教
科

二
種

中
学

校
基

礎
免

許

大
学
が

独
自
設

定
す

る
科
目

（
小

学
校
，

中
学

校
，
高

校
）

小
学

校
基

礎
免

許

３
年

○
大

学
が

独
自
設

定
す

る
科
目

（
小

学
校
，

中
学

校
，
高

校
）

・
教
育

相
談
（

カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ

に
関
す

る
基

礎
的
な

知
識

　
を
含

む
。
）

の
理

論
及
び

方
法

４
年

取
得

上
限

単
位

教
育

・
心

理
・
情

報
教

育
・

特
支

ｻ
ﾌ
ﾞｺ
ｰ
ｽ

２
年



３
．

２
教

科
専

門
科

目
（

小
学

校
科

目
）

３
．

２
．

（
１

）
小

学
校

・
教

科
に

関
す

る
科

目

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

前
後

前
後

前
後

前
後

小
学

校
算

数
2

2
2

2
2

2
○

○
○

○
○

2

小
学

校
理

科
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
学

校
体

育
Ａ

1
1

1
1

1
1

○
1

小
学

校
英

語
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
学

校
音

楽
Ａ

1
1

4
1

1
1

1
○

○
1

小
学

校
国

語
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
学

校
社

会
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
学

校
図

画
工

作
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
学

校
家

庭
科

2
2

2
2

2
2

○
○

○
○

○
2

小
学

校
生

活
科

2
2

2
2

2
2

○
○

2

小
学

校
音

楽
Ｂ

1
1

1
1

1
1

○
○

○
○

1

小
学

校
体

育
Ｂ

1
1

1
1

1
1

○
○

1

1
2

4
1
0

4
1
2

※
下

記
科

目
は

選
択

科
目

で
あ

る
が

，
教

員
と

し
て

必
要

な
内

容
が

含
ま

れ
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
内

容
を

確
認

し
，

各
自

必
要

に
応

じ
て

履
修

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

　
・

小
学

校
音

楽
Ｂ

＝
小

学
校

音
楽

科
の

教
材

の
ピ

ア
ノ

弾
き

歌
い

や
読

譜
等

の
実

技
実

習
を

行
う

。
鍵

盤
楽

器
の

未
経

験
者

を
対

象
と

す
る

。

　
・

小
学

校
体

育
Ｂ

＝

科
　

目
　

名
小

学
校

教
育

コ
ー

ス

小
一

種
小

二
種

1
0

理
数

教
育

コ
ー

ス
単 位 数

4
1
2

卒
　

業
　

要
　

件

１
年

３
年

小
一

種

1
2

２
年

コ
ー

ス
・

単
位

数

小
一

種

特
別

支
援

教
育

コ
ー

ス

小
二

種

1
0

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

社
会

）

体
育

の
授

業
に

お
い

て
有

効
と

思
わ

れ
る

教
材

や
教

具
の

開
発

を
行

い
，

そ
の

有
効

性
を

検
証

す
る

実
技

を
中

心
と

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

っ
て

，
改

善
・

修
正

の
過

程
を

通
し

た
実

践
的

指
導

力
の

向
上

を
図

る
授

業
を

す
る

。

免
許

法
上

の
科

目
取

得
上

限
単

位

標
準

履
修

年
次

中
学

校
教

育
コ
ー

ス

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

図
画

工
作

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

理
科

）

４
年

4

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

生
活

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

家
庭

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

音
楽

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

体
育

）

4

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

算
数

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

音
楽

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

体
育

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

英
語

）

小
の

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項
（

国
語

 
書

写
を

含
む

。
）

5
5



３
．

２
．

（
２

）
小

学
校

・
教

科
の

指
導

法

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

前
後

前
後

前
後

前
後

国
語

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
（
国
語
）

社
会

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

○
○

○
2

小
（
社
会
）

算
数

科
教

育
法

2
2

2
2

2
2

○
○

○
○

○
2

小
（
算
数
）

理
科

教
育

法
（

小
）

2
2

2
2

2
2

○
○

○
○

2
小
（
理
科
）

生
活

科
教

育
法

2
2

2
2

2
2

○
○

2
小
（
生
活
）

音
楽

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
（
音
楽
）

図
画

工
作

科
教

育
法

2
2

2
2

2
2

○
○

2
小
（
図
画
工
作
）

家
庭

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

○
○

○
○

2
小
（
家
庭
）

体
育

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

2
小
（
体
育
）

英
語

科
教

育
法

（
小

）
2

2
2

2
2

2
○

○
2

小
（
英
語
）

2
0

1
2

2
0

1
2

2
0

小
二
種

2
0

卒
　
業
　
要
　
件

2
0

1
2

2
0

1
2

教 科 の 教 育 法 （ 小 ） １ ２ 単 位

※ 音 楽 ・ 図 画 工 作 ・ 体 育 の う ち ２ 科 目 以 上 を 履

修 す る こ と

教 科 の 教 育 法 （ 小 ） １ ２ 単 位

※ 音 楽 ・ 図 画 工 作 ・ 体 育 の う ち ２ 科 目 以 上 を 履

修 す る こ と

小
一
種

小
学
校
・
教
科
の
指
導
法

小
一
種

１
年

２
年

３
年

４
年

取
得

上
限

単
位

免
許
法
上
の
科
目

小
一
種

小
二
種

小
学
校
教
育
コ
ー
ス

科
　
目
　
名

コ
ー
ス
・
単
位
数

標
準
履
修
年
次

単 位 数

中
学
校
教
育
コ
ー
ス

理
数
教
育
コ
ー
ス

特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス



３．３　小学校教育コースあるいは中学校教育コースの開講科目

（１）国語サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

日 本 語 学 概 論 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｃ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｄ 2 2 2 2 ○ ○

日 本 語 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 史 Ａ 2 2 2 ○ ○ ○

国 文 学 史 Ｂ 2 2 2 ○ ○

国 文 学 史 Ｃ 2 2 2 ○ ○ ○

国 文 学 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 実 地 研 究 2 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 概 論 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 講 義 2 2 2 ○ ○

論 語 講 読 2 2 2 2 ○

漢 字 の 文 化 誌 2 2 2 2 ○ ○

漢 文 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○ ○

漢 文 学 実 地 研 究 2 2 2 2 ○ ○

国 語 科 特 別 演 習 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 実 践 特 別 演 習 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

書 法 基 礎 2 2 2 2 ○ ○

10 4 18 12 16 8

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 国 語 2 2 2 2 ○ ○

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

２年 ３年

標準履修年次

中学校教育
コース
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４年１年
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小学校教育
コース
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教育コース
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教科の指導法（中学校）
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教育コース

コース・単位数 標準履修年次

３年
小学校教育

コース
２年１年



（２）社会サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

日 本 史 概 論 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 史 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 近 現 代 史 2 2 2 2 ○ ○ ○

考 古 学 概 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

考 古 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

西 洋 史 概 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

西 洋 史 外 書 講 読 Ａ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｂ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｃ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｄ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 2 2

東 洋 史 概 論 2 2 2 2 前期又は後期に毎年開講

人 文 地 理 学 概 論 Ａ 2 *2 2 2 ○ ○ ○ *どちらか１科目選択必修

人 文 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ３年に一度開講

地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ○ 　〃

地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○ 　〃

地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ 　〃

地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ 　〃

地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ａ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ａ Ⅱ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ａ Ⅲ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅱ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅲ 1 1 1 1 ○ ○ 　〃

自 然 地 理 学 概 論 Ａ 2 *2 2 2 ○ ○ ○ *どちらか１科目選択必修

自 然 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

地 誌 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

法 学 概 論 2 **2 2 2 ○ ○ **どちらか１科目選択必修

人 権 と 教 育 2 2 2 2 ○ ○ ○

法 と 人 権 実 習 1 1 1 1 ○ ○ ○ 隔年開講

法 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｅ 2 2 2 2

法 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

法 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

国 際 政 治 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

現 代 政 治 と 公 民 教 育 2 **2 2 2 ○ ○ **どちらか１科目選択必修

社 会 学 概 論 2 ***2 2 2 ○ ○ ○ ***どちらか１科目選択必修

社 会 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅳ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅴ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅳ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅴ 2 2 2 2

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

標準履修年次

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

コース・単位数

備　　考
特別支援
教育コース

１年

←　　○　　→

←　　○　　→

小学校教育
コース

科　　目　　名
中学校教育

コース
単
位
数

←　　○　　→

２年 ３年

←　　○　　→

←　　○　　→

４年

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→



区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

標準履修年次コース・単位数

備　　考
特別支援
教育コース

１年
小学校教育

コース
科　　目　　名

中学校教育
コース

単
位
数

２年 ３年 ４年

経 済 学 概 論 2 ***2 2 2 ○ ○ ○ ○
***どちらか１科目選択必修　小学校
教育コースは2年前期で履修すること

国 際 経 済 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

労 働 問 題 2 2 2 2 ○ ○

哲 学 概 論 2 ****2 2 2 ○ ○ ○ 倫理学概論と隔年開講  ****どちらか１科目選択必修

哲 学 史 2 2 2 2 ○ ○ 倫理思想史と隔年開講

倫 理 学 概 論 2 ****2 2 2 ○ ○ ○ 哲学概論と隔年開講  ****どちらか１科目選択必修

倫 理 思 想 史 2 2 2 2 ○ ○ 哲学史と隔年開講

哲 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

哲 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

倫 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

倫 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 演 習 Ｅ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 2 2

哲 学 ・ 倫 理 学 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 2 2

社 会 科 教 育 学 概 論 Ａ （ 地 理 歴 史） 2 2 2 *****2 ○ ○ ○ *****どちらか１科目選択必修

社会科教育学特殊講義Ａ（地理歴史）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

社会科教育学特殊講義Ａ（地理歴史）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社 会 科 教 育 学 概 論 Ｂ （ 公 民 ） 2 2 2 *****2 ○ ○ ○ *****どちらか１科目選択必修

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

14 24 6 22 2

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 社 会 2 2 2 2 ○ ○

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 2 2 ○ ○

社 会 科 学 習 内 容 構 築 論 2 2 2 2 ○

中 等 社 会 科 教 育 法 Ａ

（ 社 会 ・ 地 歴 ）

中 等 社 会 科 教 育 法 Ｂ

（ 社 会 ・ 公 民 ）

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ ○ 教科の指導法（高校：地歴）

公 民 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（高校：公民）

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。
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備考　標準履修年次の中の「←　→」 は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを
      示している。
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（３）英語サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

英 語 学 の 世 界 2 2 2 2 ○

英 語 の 文 法 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○

英 語 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 2 2

英 語 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2 2

英 語 文 学 概 論 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 2 2

英 語 文 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2 2

英 語 音 声 学 講 義 2 2 2 2 ○

英 語 音 声 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅰ 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅱ 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 表 現 特 別 研 究 Ａ 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｂ 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｃ 2 2 2 ○

異 文 化 理 解 2 2 2 2 ○

英 語 イ ン タ ー ン シ ッ プ
プ ロ グ ラ ム Ａ

2 2 2 2

英 語 イ ン タ ー ン シ ッ プ
プ ロ グ ラ ム Ｂ

2 2 2 2

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ａ 2 2 2

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2

8 6 26 4 14 10

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 英 語 2 2 2 2 ○ ○

英 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

6 8 8

備考　１　中学校教育コースの学生は卒業研究のため，英語表現特別研究のＡ・Ｂを履修すること。

　　　　　Ｃは選択履修することが望ましい。　

　２　英語表現特別演習(Ｗ)は，必ずⅠ・Ⅱの順序で履修すること。

　３　英語表現特別演習(Ｓ)Ⅰ・Ⅱの履修順序の指定はありません。

　４　英語科教育法は，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの順序で履修すること。

　５　標準履修年次の中の「←　→」は，その期間に開講することを示している。

　６　英語インターンシッププログラムＡ・Ｂは，留学生の履修希望があった場合に開講する。

　　　開講する場合，日本人学生の履修希望者には面接を実施する。その結果，履修できないこともある。

　７　英語科教育法特別演習Ⅰ・Ⅱ及び英語科教育法特別講義Ａ・Ｂは，免許取得に必要とされる「教科専門科目（教科に関する

　　　専門的事項）」の科目（20単位）には属さないので履修には留意されたい。（Ⅳ-54ページ参照）

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

３年

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

中学校教育
コース

※備考７を参照

教
科
専
門
科
目

４年

標準履修年次

単
位
数

24

特別支援
教育コース

コース・単位数

２年

←　　○　　→

１年

科　　目　　名 備　　考

科　　目　　名 備　　考

卒　業　要　件
14 30

小学校教育
コース

コース・単位数

小学校教育
コース

中学校教育
コース

単
位
数

１年

標準履修年次

２年

教科の指導法（中学校）

３年 ４年
特別支援
教育コース

卒　業　要　件

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

←　　○　　→



（４）音楽サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅰ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅰ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅱ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅱ 1 ○

声 楽 Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期で履修。

声 楽 Ⅱ 1 1 1 1 ○

声 楽 Ⅲ 1 1 1 1 ○

声 楽 Ⅳ 1 1 1 1 ○

合 唱 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ａ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期で履修

器 楽 Ａ Ⅱ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ａ Ⅲ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ａ Ⅳ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期から履修可

器 楽 Ｂ Ⅱ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅲ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅳ 1 1 1 1 ○

伴 奏 法 1 1 1 1 ○ ○ ○
原則として器楽ＡⅠを履修済みの学生を対
象とする

合 奏 Ａ 1 1 1 1 ○

合 奏 Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ○

指 揮 法 1 1 1 1 ○ ○ ○

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2 2 2
中
○

小
○

小学校コースは1年後期，中学校コースは1
年前期で履修

音 楽 理 論 Ⅱ 2 2 2 2
中
○

小
○

小学校コースは２年後期，中学校コースは
１年後期で履修

作 曲 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○

作 曲 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

音 楽 史 2 2 2 2 ○ ○ ○

声 楽 演 習 Ⅰ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅱ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅲ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅳ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅰ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅱ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅲ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅳ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ⅰ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ⅱ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ⅲ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ⅳ 1 1 1 ○

14 19 11 13 11

備考　個人指導の科目は，所属学生及び免許取得希望学生以外の選択を認めない。

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 1 1 ○ ○

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ○

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ａ 1 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ｂ 1 1 1 1 ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

２年単
位
数

1*

標準履修年次

１年

1*

中学校教育
コース

1*

小学校教育
コース

科　　目　　名

コース・単位数

特別支援
教育コース

1*

1*

２年

卒　業　要　件
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コース・単位数
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４年
中学校教育
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教
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門
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目

教
科
専
門
科
目

小学校教育
コース

1*
*原則としてＡは中学校，Ｂは小学校・特支
コースを対象とする。

３年

備　　考

教科の指導法（中学校）

標準履修年次

特別支援
教育コース

*原則としてＡは中学校，Ｂは小学校・特支
コースを対象とする。

30

３年

１年

４年

備　　考



（５）美術サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

絵 画 基 礎 2 2 2 2 ※○ ○ ○ ○
※小学校教育コースの学生は，１年
前期には受講不可

彫 刻 基 礎 2 2 2 2 ○ ○ ○

デ ザ イ ン 基 礎 Ａ 2 2 2 2 ※○ ○ ○ ○
※小学校教育コースの学生は，１年
前期には受講不可

工 芸 基 礎 2 2 2 2 ○ ○ ○

美 術 史 入 門 2 2 2 2 ○ ○ ○

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

デ ザ イ ン 基 礎 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ａ 2 2 2 2 ○ ○ 備考１）参照

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ 備考１）参照

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｃ 2 2 2 2 ○ 備考１）参照

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｄ 2 2 2 2 ○ 備考１）参照

科　　目　　名 ３年 ４年２年

コース・単位数

特別支援
教育コース

標準履修年次

１年単
位
数

小学校教育
コース

備　　考
中学校教育

コース

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目



区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

科　　目　　名 ３年 ４年２年

コース・単位数

特別支援
教育コース

標準履修年次

１年単
位
数

小学校教育
コース

備　　考
中学校教育

コース

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ 備考２）参照

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ○ 備考２）参照

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ 備考２）参照

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ 備考２）参照

美 術 史 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

美 術 史 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

美 術 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

色 彩 論 特 別 演 習 2 2 2 2 ○ ○

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

10 4 10 20 10 14

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 図 画 工 作 2 2 2 2 ○ ○

図 画 工 作 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

備考１）造形特別演習（工芸）Ａ・Ｃは窯芸の内容を、Ｂ・Ｄは染織の内容をそれぞれ扱う。

備考２）造形実習（工芸）Ａ・Ｃは窯芸の内容を、Ｂ・Ｄは染織の内容をそれぞれ扱う。

　上記の科目は、道具及び作業スペースの都合上、受講者多数の場合、人数制限を行う。その場合、（人）芸文プログラム（主専攻）

希望学生、（教）美術免許取得学生、単位履修者を優先する。

　造形特別演習（工芸）は、造形実習（工芸）を履修済みであることが望ましい。また、造形特別演習（工芸）Ｃ・Ｄは、造形特別演習

（工芸）Ａ・Ｂを履修済みであることが望ましい。

14 24

科　　目　　名 備　　考
中学校教育

コース

卒　業　要　件

３年１年

教科の指導法（中学校）

小学校教育
コース

特別支援
教育コース

２年

卒　業　要　件
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科
　
　
目
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４年
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（６）保健体育サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

基礎体育実技（体つくり運動含む） 1 1 1 1 ○

体 育 実 技 Ａ （ 水 泳 含 む ） 1 1 1 1
中
○

小
○

集中講義（中学校コースは1年前
期，小学校コースは2年前期で履
修）

体 育 実 技 Ｂ （ 冬 季 ス ポ ー ツ 含 む ） 1 1 1 1 ○ 集中講義

体 育 実 技 Ｃ （ 陸 上 競 技 含 む ） 1 1 1 1 ○

体 育 実 技 Ｄ （ 器 械 運 動 含 む ） 1 1 1 1 ○ ○

体 育 実 技 Ｅ （ 武 道 含 む ） 1 1 1 1 ○ ○

体 育 実 技 Ｆ （ ダ ン ス 含 む ） 1 1 1 1 ○

体 育 実 技 Ｇ （ 球 技 含 む ） 1 1 1 1 体育実技Ｉと隔年開講

体 育 実 技 Ｈ （ 球 技 含 む ） 1 1 1 1 体育実技Ｊと隔年開講

体 育 実 技 Ｉ （ 球 技 含 む ） 1 1 1 1 体育実技Ｇと隔年開講

体 育 実 技 Ｊ （ 球 技 含 む ） 1 1 1 1 体育実技Ｈと隔年開講

体 育 学 Ａ （ 体 育 原 理 含 む ） 2  隔年開講（集中講義）

体 育 学 Ｂ （ 体 育 心 理 学 含 む ） 2 ○ ○

体 育 学 Ｃ （ 体 育 経 営 管 理 学 含 む ） 2 ○ ○   ※いずれか１科目選択必修。

体 育 学 Ｄ （ 体 育 社 会 学 含 む ） 2 ○

運 動 学 （ 運 動 方 法 学 含 む ） 2 2 2 2 ○ ○

生 理 学 （ 運 動 生 理 学 含 む ） 2 2 2 2 ○ ○

衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学 2 2 2 2 ○ ○

学校保健Ａ（小児保健・精神保健・学校安
全含む）

2 2 2 2 ○

学 校 保 健 Ｂ （ 救 急 処 置 含 む ） 2 2 2 2 ○ ○

体 育 学 実 験 1 1 1 ○

体 育 学 特 別 演 習 2 2 2 ○

19 19 11 19 5

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 1 1 ○

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 1 1 ○ ○

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ 教科の指導法（小学校）

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

5 8 8

備考　標準履修年次の中の「←　→」は，その期間に開講することを示している。

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

←　○　→

←　○　→

教
科
専
門
科
目

教
 
 
科
 
 
専
 
 
門
 
 
科
 
 
目

6 6

卒　業　要　件

6

科　　目　　名

単
位
数

科　　目　　名
小学校教育

コース

※2

19

３年

24

※2

特別支援
教育コース

４年

30

２年

←　○　→

←　○　→

←　○　→

卒　業　要　件

小学校教育
コース

標準履修年次

単

位

数

中学校教育
コース

教科の指導法（中学校）

備　　考

コース・単位数

４年１年

標準履修年次

特別支援
教育コース

中学校教育
コース

３年２年

備　　考１年

※2

コース・単位数



（７）教育学サブコース

区分 科　　目　　名 備　　考

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教 職 入 門 2 2 ○
教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教 育 概 論 2 2 ○
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

教 育 の 思 想 2 2 2 2 ○ ＊

教 育 の 歴 史 2 2 2 2 ○ ＊

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ＊＊

教 育 学 演 習 Ａ 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 学 演 習 Ｂ 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 法 規 2 2 2 2 ○ ＊

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 2 ○ ＊

教 育 学 演 習 Ｄ 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 学 演 習 Ｅ 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 学 演 習 F 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 課 程 ・ 教 育 方 法 論 2 2 ○

教 育 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ＊＊

道 徳 教 育 の 理 論 と 実 践 2 2 ○ ○ 道徳の理論及び指導法

総合的な学習の時間の理論と実践 2 2 ○ 総合的な探究の時間の指導法

特 別 活 動 の 理 論 と 方 法 2 2 ○ ○ 特別活動の指導法

教 育 学 演 習 Ｃ 1 3 3 3 ＊＊＊

教 育 学 演 習 Ｇ 1 3 3 3 ＊＊＊

授 業 実 践 研 究 2 2 2 2 ○

小 中

2 2

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

小 学 校 生 活 科 2 2 ○ ○ 教科に関する専門的事項（小学校・生活）

小 学 校 家 庭 科 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
教科に関する専門的事項（小学校・家
庭）

10 6

備考　＊　　学校教育教員養成課程全体の卒業要件科目（別欄①②の選択必修２科目）とは別に２単位以上選択必修。

　　　＊＊　学校教育教員養成課程全体の卒業要件科目（別欄①の選択必修１科目）とは別に２単位以上選択必修。

　　　＊＊＊　教育学演習Ａ～Ｇから２種類以上，計２単位以上選択必修とする（「３」は上限単位数）。

　　　標準履修年次の中の「←　→」は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを示している。

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

教育に関する社会的，制度的又は経営的
事項

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

免許法上の科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

生 活 科 教 育 法 2 ○

教育の方法及び技術

○

１年 ２年 ３年 ４年

標準履修年次コース・単位数

小一種＋特支一種単
位
数

学校教育教員
養成課程全学生

小一種＋中二種

卒　業　要　件
10 6

2

上記の科目のうち，学校教育教員養成課程全学生が必修の科目及び生活科教育法，小学校生活科の単位は，教育学サブコースの卒業要件１０単位
または６単位に使用できないので注意すること。

←　　○　　→

←　　○　　→

教科の指導法（小学校）

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）
教育の方法及び技術

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

2

教
　
職
　
専
　
門
　
科
　
目

教
科
専
門
科
目



（８）心理学サブコース

区分 科　　目　　名 備考

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ○

発 達 心 理 学 2 2 ○

心 理 学 概 論 2 2 2 2 ○

教 育 心 理 学 演 習 1 1 1 1 ○

発 達 心 理 学 演 習 1 1 1 1 ○

障 害 者 ・ 障 害 児 心 理 学 2 2 2 2 ○

知 覚 ・ 認 知 心 理 学 2 2 2 2 ○ 隔年

心 理 学 統 計 法 2 2 2 2 ○

心 理 学 研 究 法 2 2 2 2 ○

心 理 学 実 験 1 1 1 1 ○

心 理 実 習 Ⅰ 1 1 1 1 ○

心 理 実 習 Ⅲ 1 1 1 1 ○

学 習 ・ 言 語 心 理 学 1 1 1 1 ○ 隔年

感 情 ・ 人 格 心 理 学 1 1 1 1 ○

神 経 ・ 生 理 心 理 学 1 1 1 1 ○

健 康 ・ 医 療 心 理 学 1 1 1 1 ○

人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 疾 病 1 1 1 1 ○

精 神 疾 患 と そ の 治 療 1 1 1 1 ○

司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 1 1 1 1 ○ 隔年

福 祉 心 理 学 1 1 1 1 ○ 隔年

社 会 ・ 集 団 ・ 家 族 心 理 学 1 1 1 1 〇 隔年

産 業 ・ 組 織 心 理 学 1 1 1 1 ○ 隔年

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 2 2 ○
生徒指導の理論及び方法
進路指導（キャリア教育に関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

教 育 相 談 2 2
小
○

○ 脚注参照

臨 床 心 理 学 概 論 2 2 2 2 ○

心 理 演 習 1 1 1 1 ○ 隔年

心 理 的 ア セ ス メ ン ト 1 1 1 1 ○

心 理 学 的 支 援 法 1 1 1 1 ○

8 2 6

備考　教育相談：履修対象学生を，前期は小学校教育コース，後期は中学校教育コース及び理数教育コース，特別支援教育コースとすることを示す。

　「隔年」は隔年開講を示す。

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

教育相談（カウンセリングに関する基礎
的な知識を含む。）の理論及び方法

卒　業　要　件
10 6

４年３年２年

教
　
職
　
専
　
門
　
科
　
目

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程

上記の科目のうち，学校教育教員養成課程全学生が必修の科目の単位は，心理学サブコースの卒業要件１０単位または６単位に使用できないので注意
すること。

 ※公認心理師受験資格の取得を希望する場合は「６．公認心理師学部カリキュラム修了のための必要単位」を確認すること。

コース・単位数 標準履修年次

免許法上の科目単
位
数

学校教育教員
養成課程全学生

小一種＋中二種 小一種＋特支一種 １年



（９）情報教育学サブコース

区分 科　　目　　名 備考

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教 育 に お け る ICT 活 用 法 1 1 ○
情報通信技術を活用
した教育の理論及び
方法

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 1 1 ○

STEAM 教 育 実 践 演 習 2 2 2 2 備考1）

教 育 情 報 シ ス テ ム 演 習 2 2 2 2 ○ ○ ○ 備考2）

基礎統計解析の理論と実践 2 2 2 2 ○ ○

多 変 量 解 析 の 理 論 と 実 践 2 2 2 2 ○ 備考3）

情 報 社 会 と 倫 理 2 2 2 2 ○ ○ ○ 備考4）

統 計 的 機 械 学 習 実 践 2 2 2 2 ○ ○ 備考5）

10 6

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

教
科
専
門

教科に関する専門的
事項（技術）

注1 　中学校教諭二種免許状を取得する学生は，表中選択扱いになっている「多変量解析の理論と実践」も卒業要件の
　　　「選択科目」として履修することが望ましい。

注2　 特別支援学校教諭の免許状を取得する学生は，表中選択扱いになっている3科目も卒業要件の「選択科目」等と
　　　して履修することが望ましい。

備考3　原則「基礎統計解析の理論と実践」の単位取得してから履修すること。全員履修することが望ましい。

備考1　通年にて2単位の科目であるが，後期については一部集中的に講義を開講する。実施日については4月のオリエンテー
　　　ションで確認して日程調整すること。

備考2　ICT活用教育を含む。

備考4　情報モラル教育を含む。

備考5　プログラミングを含む。

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

○

大学が独自指定する
科目

10 6

４年３年

コース・単位数 標準履修年次

免許法上の科目単
位
数

学校教育教員
養成課程全学生

小一種＋中二種 小一種＋特支一種 １年 ２年



（10）特別支援教育サブコース（小学校教育コース）

区分 科　　目　　名 備考

選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

特 別 支 援 教 育 概 説 2 2 ○ ○

(中心となる領域)

知的障害者

特 別 支 援 心 理 検 査 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

肢 体 不 自 由 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 ○ ○ 肢体不自由者

病 弱 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 ○ ○ 病弱者

知 的 障 害 教 育 課 程 論 2 2 ○ ○ 知的障害者

知 的 障 害 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

特 別 支 援 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

知 的 障 害 教 育 授 業 論 2 2 ○ ○ 知的障害者

肢 体 不 自 由
教 育 課 程 ・ 指 導 法

2 2 ○ ○ 肢体不自由者

病弱教育課程・指導法 2 2 ○ ○ 病弱者

特 別 支 援 教 育 実 践 論 2 2 ○ 原則，集中講義

・心身に障害のあ

る幼児，児童又は

生徒の心理，生理

及び病理に関する

科目

・心身に障害のあ

る幼児，児童又は

生徒の教育課程及

び指導法に関する

科目

知的障害者

視 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 視覚障害者

聴 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 聴覚障害者

言 語 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○
発達障害者

（言語）

重 複 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 重複

発 達 障 害 総 論 1 1 ○ ○
発達障害者

（自閉・情緒・LD・

ADHD)

発 達 障 害 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○
発達障害者

（情緒・LD・ADHD)

特 別 支 援 教 育 実 習 2 2 ○

特別支援教育実習研究 1 1 ○

10 26 6

区分 科　　目　　名 備考

前 後 前 後 前 後 前 後

教
職

特 別 支 援 教 育 2 ○ ○

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

学校教育教員養成課程全学生

選択必修

2

10 32

10

免許法上の科目

小一種＋中二種

特別支援
教育領域
に関する
科目

２年 ３年

特別支援学校教諭

小一種＋中二種

必修

４年

所
　
　
属
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

卒　業　要　件

単

位

数
１年 ２年

小一種＋特支一種

2

３年

知 的 障 害 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2

標準履修年次

４年１年

単位数

小一種＋特支一種

標準履修年次

特別支援教育の基礎理論に関する科目

○ ○

特別の支援を必要とする幼児，児童及び
生徒に対する理解

心身に障害の
ある幼児，児
童又は生徒の
心理，生理及
び病理に関す
る科目

心身に障害の
ある幼児，児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る科目

免許法上の科目

心身に障害のある幼児，児童又は生徒に
ついての教育実習

・心身に障害のあ

る幼児，児童又は

生徒の心理，生理

及び病理に関する

科目

・心身に障害のあ

る幼児，児童又は

生徒の教育課程及

び指導法に関する

科目

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目



３．４　理数教育コースの開講科目
（１）理科サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

物 理 学 Ａ 2 2 2 2 ○

物 理 学 Ｂ 2 2 2 2 ○

古 典 力 学 2 2 2 2 ○

電 磁 気 学 2 2 2 2 ○

量 子 力 学 2 2 2 2 ○

相 対 性 理 論 2 2 2 2 ○

物 理 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 1 ○

物 理 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 1 ○

化 学 Ａ 2 2 2 2 ○

化 学 Ｂ 2 2 2 2 ○

化 学 特 講 Ａ 2 2 2 2 ○

化 学 特 講 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

化 学 特 講 Ｃ 2 2 2 2 ○

化 学 演 習 Ａ 1 1 1 ○

化 学 演 習 Ｂ 1 1 1 ○

化 学 演 習 Ｃ 1 1 1 ○

化 学 演 習 Ｄ 1 1 1 ○

化 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 1 ○

化 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 1 ○

化 学 専 門 実 験 1 1 1 1 ○

生 物 学 Ａ 2 2 2 2 ○

生 物 学 Ｂ 2 2 2 2 ○

分 子 生 物 学 2 2 2 2 ○

生 命 科 学 演 習 Ａ 1 1 1 1 ○

生 命 科 学 演 習 Ｂ 1 1 1 1 ○

生 物 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 1 ○

生 物 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 1 ○

分 子 生 物 学 実 験 1 1 1 1 ○

地 学 Ａ 2 2 2 2 ○

地 学 Ｂ 2 2 2 2 ○

岩 石 学 2 2 2 2 ○

造 岩 鉱 物 の 識 別 法 2 2 2 2 ○

地 学 野 外 巡 検 1 1 1 1 ○ ○ ○ ○

地 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 1 ○

地 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 1 ○

理 科 教 育 特 講 Ⅰ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 特 講 Ⅱ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 特 講 Ⅲ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 学 特 別 演 習 Ⅲ 2 2 2 2 ○

16 4 24 4 16 8

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教
職

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 理 数 教 育 2 2 2 ○
大学が独自に設定する科目：小学校，中学校（理
科・数学），高等学校（理科・数学）に使用でき
る免許科目

小 学 校 理 科 2 2 2 2 ○ ○

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

12 10 8

単
位
数

20 24

備　　考２年

標準履修年次

４年３年

28

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

理数教育コース
小学校教育専修

理数教育コース
中学校教育専修

１年
理数教育コース
小学校教育専修

教科の指導法（中学校）

科　　目　　名

コース・専修・単位数

特別支援
教育コース

１年

標準履修年次

科　　目　　名 単
位
数

※備考を参照

備　　考

卒　業　要　件

２年
特別支援
教育コース

コース・専修・単位数

理数教育コース
中学校教育専修

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

３年 ４年

卒　業　要　件

教
科
専
門
科
目

備考　理科教育特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び理科教育学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは，免許取得に必要とされる「教科専門科目（教科に関する専門的事項）」の

　　　科目（20単位）には属さないので履修には留意されたい。（Ⅳ-61～62ページ参照）



（２）数学サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

代 数 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○

代 数 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○

代 数 学 Ⅲ 2 2 2 2 ○

代 数 学 Ⅳ 2 2 2 2 ○

幾 何 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○

幾 何 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○

幾 何 学 Ⅲ 2 2 2 2 ○

幾 何 学 Ⅳ 2 2 2 2 ○

解 析 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○

解 析 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○

解 析 学 Ⅲ 2 2 2 2 ○

解 析 学 Ⅳ 2 2 2 2 ○

確 率 論 入 門 2 2 2 2 ○

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 2 2 2 2 ○

代 数 学 各 論 2 2 2

幾 何 学 各 論 2 2 2

解 析 学 各 論 2 2 2

応 用 数 学 2 2 2

数 学 教 育 2 2 2

代 数 学 特 別 講 義 4 4 ○

幾 何 学 特 別 講 義 4 4 ○

解 析 学 特 別 講 義 4 4 ○

数 学 教 育 特 別 講 義 4 4 ○

16 4 22 6 16 8

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教
職

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 理 数 教 育 2 2 2 ○
大学が独自に設定する科目：小学校，中学校（理
科・数学），高等学校（理科・数学）に使用でき
る免許科目

小 学 校 算 数 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

算 数 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

12 10 8

備考  1 ここに示された順序に従って履修すること。標準履修年次の中の「←　→」はその期間のいずれかに開講することを示している。

　2 所属学生は,卒業研究のため 代数学，幾何学，解析学，数学教育の各特別講義の一つを選択すること。

　3 数学教育及び数学教育特別講義は,免許取得に必要とされる「教科専門科目（教科に関する専門的事項）」の科目（20単位）には属さないので

　　履修には留意されたい。（Ⅳ-63ページ参照）

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

※中学校教育専修所属者は，この中から最低２単
位選択すること。

３年 ４年

←　○　→

備　　考２年

標準履修年次

備　　考

←　○　→

科　　目　　名 ３年

←　○　→

コース・専修・単位数

8

１年
特別支援
教育コース

標準履修年次

科　　目　　名

卒　業　要　件
24

理数教育コース
小学校教育専修

１年

単
位
数

理数教育コース
小学校教育専修

理数教育コース
中学校教育専修

　※2

4

理数教育コース
中学校教育専修

←　○　→

←　○　→

２年 ４年

教科の指導法（中学校）

28

卒　業　要　件

20

単
位
数

コース・専修・単位数

教
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

教
科
専
門
科
目

特別支援
教育コース



３．５　特別支援教育コースの開講科目

区分 科　　目　　名 備考

必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

特 別 支 援 教 育 概 説 2 2 ○ ○

(中心となる領域)

知的障害者

特 別 支 援 心 理 検 査 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

肢 体 不 自 由 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 ○ ○ 肢体不自由者

病 弱 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 ○ ○ 病弱者

知 的 障 害 教 育 課 程 論 2 2 ○ ○ 知的障害者

知 的 障 害 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

特 別 支 援 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○ 知的障害者

知 的 障 害 教 育 授 業 論 2 2 ○ ○ 知的障害者

肢 体 不 自 由
教 育 課 程 ・ 指 導 法

2 2 ○ ○ 肢体不自由者

病弱教育課程・指導法 2 2 ○ ○ 病弱者

特 別 支 援 教 育 実 践 論 2 2 ○ 原則，集中講義

・心身に障害のあ
る幼児，児童又は
生徒の心理，生理
及び病理に関する
科目
・心身に障害のあ
る幼児，児童又は
生徒の教育課程及
び指導法に関する
科目

知的障害者

視 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 視覚障害者

聴 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 聴覚障害者

言 語 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○
発達障害者
（言語）

重 複 障 害 教 育 総 論 1 1 ○ ○ 重複

発 達 障 害 総 論 1 1 ○ ○
発達障害者
（自閉・情緒・LD・
ADHD)

発 達 障 害 教 育 指 導 法 2 2 ○ ○
発達障害者
（情緒・LD・ADHD)

特 別 支 援 教 育 実 習 2 2 ○

特別支援教育実習研究 1 1 ○

26

区分 科　　目　　名 備考

前 後 前 後 前 後 前 後

教
職

特 別 支 援 教 育 2 ○ ○

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

備考　基礎免許として中学校を選択する場合，履修状況や卒業要件単位数などを確認する際は，「３．３ 小学校教育コース

　　　あるいは中学校教育コースの開講科目」又は「３．４　理数教育コースの開講科目」にある各教科の「特別支援教育

　　　コース」欄を見ること。

特別の支援を必要とする幼児，児童及び
生徒に対する理解

３年 ４年

必修

2

心身に障害のある幼児，児童又は生徒に
ついての教育実習

単
位
数

学校教育教員養成
課程全学生

標準履修年次

免許法上の科目１年 ２年

卒　業　要　件
26

○

特別支援
教育領域
に関する
科目

４年

特別支援学校教諭

・心身に障害のあ
る幼児，児童又は
生徒の心理，生理
及び病理に関する
科目
・心身に障害のあ
る幼児，児童又は
生徒の教育課程及
び指導法に関する
科目

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目

所
　
　
属
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

特別支援教育の基礎理論に関する科目

知 的 障 害 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 ○
心身に障害の
ある幼児，児
童又は生徒の
心理，生理及
び病理に関す
る科目

心身に障害の
ある幼児，児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る科目

単位数 標準履修年次

免許法上の科目
単
位
数

小学校基礎免許
中学校基礎免許

１年 ２年 ３年
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